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く
書
き
つ
け
て
み
ま
す
▼
京

都
に
住
み
、
は
や
30
年
も
、

言
葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

含
め
、
ヨ
ソ
さ
ん
感
が
抜
け

な
い
と
思
う
日
々
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
は
、
映
画
「
ぶ
ぶ
漬
け
ど

う
ど
す
」（
冨
永
昌
敬
監
督
・

脚
本
：
ア
サ
ダ
ア
ツ
シ
）を
観

た
か
ら
…
京
都
で
４
５
０
年

続
く
老
舗
扇
子
店
の
長
男
と

結
婚
し
た
主
人
公
の
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
が
、
本
音
と
建
て

前
を
使
い
分
け
る
京
都
人
に

翻
弄
さ
れ
つ
つ
波
乱
を
巻
き

起
こ
す
シ
ニ
カ
ル
コ
メ
デ
ィ

ー
映
画
▼
言
葉
に
限
ら
ず
、

伝
統
や
習
慣
・
食
事
ま
で
不

文
律
の
数
々
が
京
に
ひ
し
め

い
て
い
ま
す
が
、
ヨ
ソ
さ
ん

の
方
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
場

合
も
。
実
は
、
こ
の
映
画
の

監
督
・
出
演
者
が
す
べ
て
ヨ

ソ
さ
ん
で
、製
作
が「
名
古
屋

テ
レ
ビ
」と
い
う
シ
ュ
ー
ル

さ
▼「
ぶ
ぶ
漬
け
ど
う
ど

す
」
は
本
来
イ
ケ
ズ
で
も
な

ん
で
も
な
く
、
相
手
を
慮
っ

て
時
間
の
心
配
を
す
る
親
切

さ
を
く
み
取
る
感
性
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
▼
個
人
の
尊

厳
を
傷
つ
け
、
社
会
に
分
断

と
排
除
を
持
ち
込
む
思
想
が

広
が
る
中
、
分
断
を
包
摂
す

る
京
都
人
の
懐
の
広
さ
が
輝

く
時
代
に
な
っ
た
ら
よ
ろ
し

い
な
。
お
お
き
に
。（
H
M
）

　

総
評
新
聞

へ
の
初
投
稿

と
な
り
ま

す
。「
つ
れ
づ

れ
な
る
ま
ま

に
、
心
に
う

つ
り
ゆ
く
よ

し
な
し
ご

と
」
を
、
取

り
留
め
も
な
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２
０
１
９
年
に
発
表
し
た「
最
低
生
計
費
試
算
調
査（
京
都
生
活
実

態
調
査
）」
に
つ
い
て
、
２
０
２
２
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
物

価
高
騰
の
影
響
を
ふ
ま
え
て
、
改
め
て
価
格
調
査
を
実
施
し
て
前
回

の
結
果
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
７
月
14
日
に
記
者
発
表
し
ま
し
た
。

　

京
都
で
若
者
が
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
男
性

で
時
給
１
８
９
５
円
（
月
額
28
万
４
２
０
２
円
）、
女
性
で
時
給
１

８
８
９
円
（
月
額
28
万
３
３
９
１
円
）
で
と
な
り
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶

核
兵
器
廃
絶
のの

願
い
願
い
をを
つ
な
ぐ

つ
な
ぐ

京
都
経
済
の
底
上
げ
は

京
都
経
済
の
底
上
げ
は

最
低
賃
金

最
低
賃
金
がが
カ
ギ
カ
ギ

記者会見（７月14日）

宇城久での平和行進

京都から奈良へ引継ぎ滋賀から京都への引継ぎ式

　

京
都
総
評
は
２
０
１
９
年

に
京
都
で
若
者
が
ふ
つ
う
に

一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に

は
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
調
査
（
最
低
生
計
費
試

算
調
査
）
を
約
４
５
０
０
人

の
組
合
員
が
参
加
し
て
行

い
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
25

歳
単
身
者
の
ふ
つ
う
の
暮
ら

し
に
は
、
男
性
＝
時
給
１
６

３
９
円
（
月
額
２４
万
５
７
８

５
円
）、
女
性
＝
時
給
１
６

１
８
円
（
月
額
２４
万
２
７
３

５
円
）（
い
ず
れ
も
税
・
社

会
保
険
料
込
み
）
が
必
要
だ

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

調
査
の
方
法
は
、
生
活
の

パ
タ
ー
ン
を
調
べ
る
「
生
活

実
態
調
査
」
お
よ
び
持
ち
物

を
ど
れ
く
ら
い
所
有
し
て
い

る
の
か
を
調
べ
る
「
手
持
ち

財
調
査
」
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
精
査
し
て
生
活
に
必

要
な
費
用
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
積
み
上
げ
る
と
い

う
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
方
式
」
を
採
用
し
、

科
学
的
に
算
定
し
た
も
の
で

す
。必

要
な
費
用
が

必
要
な
費
用
が

1515
～～
1616
％
上
昇

％
上
昇

　

２
０
２
２
年
か
ら
本
格
的

に
始
ま
っ
た
物
価
高
騰
の
影

響
を
ふ
ま
え
て
、
今
回
改
め

て
価
格
調
査
を
実
施
し
て
前

回
の
結
果
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

被爆80年 原水爆禁止

国民平和
大行進

2025

し
た
結
果
、
２
０
２
５
年
４

月
時
点
に
お
い
て
京
都
で
若

者
が
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
た
め

に
必
要
な
費
用
は
、
男
性
で

時
給
１
８
９
５
円
（
月
額
28

万
４
２
０
２
円
）、
女
性
で

時
給
１
８
８
９
円
（
月
額
28

万
３
３
９
１
円
）
と
な
り
ま

し
た
（
い
ず
れ
も
税
・
社
会

保
険
料
込
み
）。
こ
れ
は
年

額
に
換
算
す
る
と
約
３
４
０

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
費
用
や

男
性
の
コ
ス
メ
費
用
の
追
加

が
あ
っ
た
一
方
で
、
日
帰
り

行
楽
や
冠
婚
葬
祭
の
よ
う
に

減
少
し
た
項
目
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

た
試
算
結
果
を
前
回
の
試
算

結
果
（
税
等
抜
き
の
必
要
生

計
費
）
と
比
較
す
る
と
、
男

性
で
15
・
３
％
、
女
性
で
16

・
７
％
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
賃
金

が
こ
れ
だ
け
上
昇
し
て
い
な

け
れ
ば
労
働
者
の
暮
ら
し
が

よ
り
苦
し
く
な
っ
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

最
低
賃
金
の
大
幅

最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
て

引
き
上
げ
を
求
め
て

　

現
在
、
京
都
の
最
低
賃
金

は
１
０
５
８
円
で
す
。
今
回

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
結
果

か
ら
み
る
と
、
あ
ま
り
に
も

低
す
ぎ
ま
す
。
最
低
賃
金
は

人
間
ら
し
い
労
働
時
間
を
加

味
す
れ
ば
時
給
１
９
０
０
円

ほ
ど
の
水
準
が
必
要
で
す
。

政
府
が
掲
げ
て
い
る
「
２
０

２
０
年
代
に
１
５
０
０
円
」

の
目
標
は
低
す
ぎ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
計
費
に
地
域
差
が
な
い
こ

と
が
、
他
の
地
域
に
お
け
る

調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
全
国
一
律
の
最

低
賃
金
制
度
が
必
要
で
す
。

　

最
低
賃
金
を
今
す
ぐ
１
５

０
０
円
に
、
そ
し
て
、
１
７

０
０
円
、
１
９
０
０
円
へ
と

大
幅
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

京
都
経
済
を
底
上
げ
す
る

た
め
に
は
、
最
低
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
が
有
効
で
す
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

の
た
め
に
、
中
小
企
業
・
零

細
事
業
者
に
対
す
る
実
効
あ

る
直
接
支
援
策
が
必
要
で

す
。

　

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
世
論
と
運
動
を

さ
ら
に
強
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

京都で若者が京都で若者が
ふつうに暮らすふつうに暮らす
ためにために

給給時時

主な日程主な日程
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福
祉
の
仕
事
は
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

他
産
業
に
比
べ
て
平
均
で

８
万
円
も
給
与
が
安
い
な

ど
、
職
員
の
処
遇
は
劣
悪

な
実
態
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

切
な
仕
事
な
の
に
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
、
人
間
関
係
が

き
っ
か
け
で
離
職
す
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

一
方
で
、
社
会
福
祉
・

社
会
保
障
は
国
や
自
治
体

福祉労働者の処遇改善、福祉労働者の処遇改善、
働き続けられる職場めざして働き続けられる職場めざして

　

福
祉
保
育
労
は
、
民
間
の

保
育
所
や
高
齢
者
介
護
、
障

害
者
福
祉
の
職
場
な
ど
、
福

祉
職
場
で
働
く
な
か
ま
の
全

国
組
織
の
組
合
で
す
。
１
９

８
６
年
に
結
成
さ
れ
、
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
職
員
の

大
幅
な
増
員
と
賃
金
の
引
き

上
げ
、
制
度
の
拡
充
、
福
祉

水
準
の
向
上
を
求
め
て
、
職

場
・
社
会
・
政
府
・
自
治
体

に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

が
本
来
責
任
を
持
つ
べ
き

で
、
国
の
制
度
の
矛
盾
を
改

善
し
な
い
と
、
私
た
ち
の
労

働
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
・

利
用
者
の
未
来
・
暮
ら
し
も

よ
り
よ
い
も
の
に
な
ら
な
い

…
と
い
う
こ
と
か
ら
、
職
場

で
の
要
求
行
動
だ
け
で
な

く
、
国
や
自
治
体
に
対
し
て

も
福
祉
労
働
者
の
処
遇
の
改

善
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

環
境
の
実
現
を
め
ざ
し
て
声

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

単産の活動単産の活動

生業での生業での
組合活動組合活動

福祉保育労京都地本

日常のひとコマ

日常のひとコマ

林　
眞
也

全
国
一
般

コ
ン
チ
キ
チ
ン

【
応
募
方
法
】
①
画
像
１

枚
、
②
タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ

ン
ト
１
０
０
～
２
０
０
字
程

度
、
④
お
名
前
（
掲
載
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
可
）、
⑤
所
属
、

⑥
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
送
り
先
を

書
い
て
、
京
都
総
評
ま
で
メ

ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）
を

贈
呈
し
ま
す
。

あ
な
た
の
パ
シ
ャ

写
真
募
集
中
！

祇
園
囃
子
と
と
も

に
、
７
月
の
京

都
は
祇
園
祭
一
色
と
な

っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

７
月
15
日
に
は
、
毎

年
恒
例
の
最
賃
う
ち
わ

宣
伝
を
行
い
、
多
く
の

人
に
「
最
低
賃
金
１
７

０
０
円
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
受
取
っ
た
人
も

「
１
７
０
０
円
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　　

将
来
の
年
金
制
度
を
考
え
る
の
は
、

若
い
人
・
現
役
労
働
者
で
す

引
き
続
き
た
た
か
う

引
き
続
き
た
た
か
う

７
月
７
日
に
控
訴
、

７
月
７
日
に
控
訴
、

タテカン裁判   タテカン裁判   　　　　　　　　

判
決
を
取
り
消
さ
せ
る
た

め
、
京
大
職
組
は
引
き
続
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

京
大
職
組　

高
山
佳
奈
子

　

マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で
注

目
さ
れ
た
の
は
自
公
、
立
民

の
修
正
で
す
が
、
厚
生
労
働

大
臣
は
「
今
後
、
12
年
間
年

金
を
下
げ
続
け
１
割
年
金
が

下
が
る
」
と
国
会
答
弁
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
改
革
案
の
問
題
の

第
１
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
で
今
後
12
年
間
も
下
げ

続
け
る
こ
と
で
す
。
２
０
２

４
年
財
政
検
証
（
資
料
①
）

で
は
、
年
金
積
立
金
を
活
用

し
て
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
両
制
度
の
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
の
年

金
削
減
終
了
年
度
を
２
０
３

６
年
度
ま
で
と
す
る
案
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
年

金
）
は
２
０
２
６
年
度
で
終

阪
高
裁
に
係
属
し
て
い
ま

す
。

　

半
世
紀
以
上
認
め
ら
れ
て

き
た
掲
示
が
説
明
も
話
し
合

い
も
な
く
撤
去
さ
れ
た
の
は

労
働
者
の
権
利
と
表
現
の
自

由
に
対
す
る
不
当
な
侵
害
で

す
。
撤
去
後
の
団
体
交
渉

で
、
労
務
担
当
理
事
は
、
従

来
の
組
合
の
掲
示
が
労
使
慣

行
と
し
て
確
立
し
て
い
た
事

実
は
も
ち
ろ
ん
認
め
ら
れ
る

と
述
べ
、
録
音
に
基
づ
く
そ

の
記
録
が
証
拠
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
判
決

は
、
理
事
の
発
言
が
う
そ
だ

っ
た
と
認
定
し
、
タ
テ
カ
ン

の
長
い
歴
史
が
公
知
の
事
実

で
あ
る
の
に
、
労
使
慣
行
は

存
在
し
な
い
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
表
現
の
自
由
は
そ

も
そ
も
存
在
せ
ず
、
京
都
市

条
例
は
関
係
な
い
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
歪
曲
は
憲
法

以
前
に
訴
訟
法
上
あ
り
え
な

い
こ
と
で
す
。
タ
テ
カ
ン
掲

出
が
２
０
０
４
年
の
法
人
化

以
前
か
ら
労
使
慣
行
化
し
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
事

実
も
法
も
ね
じ
曲
げ
る
一
審

　

京
大
タ
テ
カ
ン
裁
判
は
、

京
都
市
か
ら
の
行
政
指
導
を

口
実
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外

の
学
生
・
教
職
員
ら
の
タ
テ

カ
ン
を
京
大
法
人
が
一
方
的

に
撤
去
し
た
措
置
を
違
法
だ

と
し
て
、
京
大
職
組
が
２
０

２
１
年
４
月
に
大
学
と
京
都

市
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求

し
た
取
り
組
み
で
す
。
京
都

地
裁
は
２
０
２
５
年
６
月
26

日
に
請
求
棄
却
判
決
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。
７
月
７
日
に

原
告
が
控
訴
し
、
事
件
は
大

了
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次

期（
２
０
３
０
年
）年
金
改
革

時
ま
で
減
額
を
続
け
る
と
改

革
案
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
両

制
度
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
を
今
す
ぐ
廃
止
し
、
年
金

が
こ
れ
以
上
下
が
ら
な
い
よ

う
に
し
て
、
物
価
高
騰
に
見

合
う
年
金
額
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
制
度への

社
会
保
険
制
度への

短
時
間
労
働
者
の

短
時
間
労
働
者
の

加
入
条
件
緩
和
へ

加
入
条
件
緩
和
へ

　

今
回
の
改
革
で
は
、
短
時

間
労
働
者
の
社
会
保
険
制
度

（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

険
）
へ
の
加
入
条
件
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

　

企
業
規
模
要
件
（
現
在
、

51
人
以
上
の
企
業
）
の
撤
廃

と
月
額
給
与（
現
在
、８
万
８

千
円
以
上
）
の
撤
廃
で
す
。

労
働
時
間
、
週
20
時
間
以
上

の
基
準
は
存
続
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
規
模
の
要
件
（
資
料

②
）
は
、
今
後
10
年
か
け
て

段
階
的
に
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
２
０
２
７
年
10
月
か

ら
36
人
以
上
の
企
業
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

月
額
給
与
は
３
年
以
内
に

最
低
賃
金
を
考
慮
し
て
撤
廃

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
資

料
③
）。
適
用
拡
大
で
対
象

と
な
っ
た
短
時
間
労
働
者
へ

の
支
援
と
し
て
社
会
保
険
料

の
負
担
を
軽
減
す
る
特
例
的

な
措
置
も
３
年
間
だ
け
実
施

さ
れ
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
が

遺
族
厚
生
年
金
が

改
悪
さ
れ
ま
し
た

改
悪
さ
れ
ま
し
た

　

今
回
の
改
革
で
は
「
男
女

差
を
な
く
す
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
が
改
悪
さ
れ
ま
し

た
。
60
歳
未
満
の
遺
族
に
子

ど
も
が
な
い
（
18
歳
未
満
及

び
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の

資料①　2024年財政検証で公表
　　　　　　　　　　（厚生年金保険から財政援助後を含む）

財政検証
実施年度

スライド終了年度 減額率
基礎年金 報酬比例 基礎年金 報酬比例

2024年 2057年 2026年 ▲29％ ▲0.4%
（財政援助後） 2036年 2036年 ― ―
資料）2024年財政検証、厚生労働省資料により筆者作成
　　　数値は標準的とされる「過去30年投影ケース」を使用

子
を
い
う
）
場
合
、
５
年
間

し
か
遺
族
厚
生
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
配
慮
措
置
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
制
度
と
大
き
く
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
の
改

革
は
20
年
か
け
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
他
の
改
革
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
在
職
老
齢
年
金

の
基
準
額
が
現
在
の
月
額
51

万
円
か
ら
62
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
給
与
が
高
い
方
の

保
険
料
が
現
在
の
65
万
円
か

ら
75
万
円
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

年
金
者
組
合
書
記
長

�

森
脇
芳
男

資料②　企業規模要件の撤廃
働く企業の規模にかかわらず加入するようになります。
10年かけて段階的に対象の企業を拡大します
51人以上
の企業

36人以上
の企業

21人以上
の企業

11人以上
の企業

10人以下
の企業

現在の
対象

2027年
10月から

2029年
10月から

2032年
10月から

2035年
10月から

資料）厚生労働省資料から転載

資料③　
賃金要件の撤廃
いわゆる年収106万円
の壁がなくなります
全国の最低賃金の引上
げの状況を見極めて、
３年以内に廃止します
資料）�厚生労働省資料

から転載

マクロ経済スライドは、マクロ経済スライドは、
� 今、すぐ廃止を� 今、すぐ廃止を！！

自公、立民自公、立民のの修正修正ではでは

年金が12年間も年金が12年間も
下がり続けます下がり続けます

不当判決

　

２
０
２
５
年
「
年
金
改
革
法
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
内
容
を
知
ら
さ
れ
な
い

ま
ま
短
時
間
の
国
会
審
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

修
正
さ
れ
た
も
の
の
「
２
０
２
９
年
財
政
検
証
で
給
付
水
準
の
低
下
が
見
込
ま
れ

る
場
合
実
施
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
案
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
将

来
の
年
金
制
度
を
し
っ
か
り
学
び
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


